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1　伝染性ファブリキウス囊病の概要
伝染性ファブリキウス囊病は，伝染性ファブリキウス
囊病ウイルス感染を原因とし，ファブリキウス囊をはじ
めとするリンパ組織の壊死や炎症反応など，免疫抑制を
引き起こす鶏の急性伝染病である［1］．
食欲の減退，下痢，羽毛の逆立ちの他，免疫力の低下
により他病を誘発することがある［1, 2］．
家畜伝染病予防法の届出伝染病に指定されている

［3］．

2　診　断　方　法
発症鶏では剖検時にファブリキウス囊の水腫性腫大あ
るいは萎縮，割面の黄色化，出血などの特徴的な所見を
認める［1］．診断には，寒天ゲル内沈降反応や ELISA

による血清学的検査並びに抗原検査，病理組織学的検
査を実施する．必要に応じ PCR検査を実施する［1-3］．
わが国では動物用体外診断用医薬品として，ELISAを
測定原理とする IBDエリーザキットが承認されている
（表）．

3　診断薬の概要
（1）診断薬の測定原理
間接 ELISA法を測定原理とし，鶏の伝染性ファブリ

キウス囊病ウイルスに対する抗体を検出する．
（2）製　　　法
不活化・精製した伝染性ファブリキウス囊病ウイルス
マイクロプレート及びホースラディッシュペルオキシ
ダーゼ吸着抗ニワトリ免疫グロブリン Gヤギ血清等を
組み合わせて製品とする．
（3）使 用 方 法
鶏血清，指示陽性血清及び指示陰性血清について添付
の使用説明書に従い OD値を測定し，SP値を算出する．
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表　日本で承認されている伝染性ファブリキウス囊病診断薬の概要

商 品 名 製造販売業者 使用目的 検出対象 主 成 分 承認年月日

IBDエリー
ザキット

アイデックス  
ラボラトリーズ㈱

ニワトリの伝染性ファブリキウス
囊病ウイルスに対する抗体の検出 抗　体 不活化・精製伝染性ファブリ

キウス囊病ウイルス D78 株
昭和 63 年 
5 月 6 日

注：承認されている伝染性ファブリキウス囊病診断薬のうち，過去 5年間に販売実績のないものは除外した．
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1　鶏脳脊髄炎の概要
鶏脳脊髄炎は，ピコルナウイルス科，ヘパトウイルス
属の鶏脳脊髄炎ウイルス感染による幼雛の神経症状と成
鶏の産卵率低下を主徴とする感染症である．水平感染あ
るいは垂直感染（介卵感染）する．幼雛の発症は，初生
から 2週齢くらいが多く，元気消失，神経症状として震
え，歩様異常，脚麻痺，犬座様姿勢がみられ，その後，
横臥し，採食・飲水困難による発育不良となり死に至
る．60 日齢を過ぎると不顕性感染が多い．産卵鶏が感
染した場合には急激な産卵率低下と回復は V字型の特
徴的パターンを示し，神経症状は現れない．産卵率低下
の期間は 5～21 日間，平均 14 日間である．産卵率の低
下は 5～10％程度であるが，20～40％以上に達するこ
ともある．また，小型卵を産むこともある［1, 2］．

2　診　断　方　法
鶏脳脊髄炎の診断は，病性鑑定の標準的手法を示した
病性鑑定指針［3］に従って実施する．病理組織学的検
査では，脳及び脊髄に囲管性細胞浸潤，グリア細胞増殖，
非化膿性脳脊髄炎等の特徴的な病変を確認する．血清学
的検査では，寒天ゲル内沈降反応または ELISAによっ
てペア血清中の抗体の有意な上昇を確認する．ウイルス
学的検査では，脳乳剤の遠心上清を発育鶏卵に接種し，
胚の病変及びひなの特徴的な症状を確認する．
日本では，動物用体外診断用医薬品として抗体測定用

の ELISAキットの製造販売が承認されている（表）．

3　診断薬の概要
（1）診断薬の測定原理
間接 ELISA法を測定原理とし，鶏脳脊髄炎ウイルス

に対する抗体を検出する．
（2）製　　　法
鶏脳脊髄炎ウイルス バン ローケル株を SPF発育鶏卵
で増殖させ，不活化・精製したものを固相化した 96
ウェル平底マイクロプレートを主剤とし，ホースラ
ディッシュペルオキシダーゼ標識抗ニワトリ免疫グロブ
リン Gヤギ血清等を組み合わせたものである．
（3）使 用 方 法
添付の使用説明書に従い，鶏の被検血清，指示陽性血
清及び指示陰性血清についてそれぞれの OD値を測定
し，S/P比を算出し判定する．なお，被検血清の非働化
は行わないこと．
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表　日本で承認されている鶏脳脊髄炎診断薬の概要

商 品 名 製造販売業者 使用目的 検出対象 主 成 分 承認年月日

AEエリー
ザキット

アイデックス  
ラボラトリーズ㈱

鶏脳脊髄炎ウイルスに対する抗体
の検出 抗　体 不活化・精製鶏脳脊髄炎ウイ

ルス バン ローケル株
平成 2年 
8 月 14 日

注：承認されている鶏脳脊髄炎診断薬のうち，過去 5年間に販売実績のないものは除外した．


